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鋳
鉄
に
変
速
用
カ
ム
溝
等
を
加
工
後
、
ず

ぶ
焼
入
れ
を
施
し
硬
度
を
高
く
す
る
。
そ

の
後
、
研
磨
、
組
み
立
て
等
を
行
う
。　

　

高
度
な
技
術
力
は
、
人
な
し
で
は
あ
り

え
な
い
。
研
磨
機
材
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
作
業
機
械
を
操
る
の
は
や
は
り
人
。
美

岡
工
業
は
人
材
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
、

丁
寧
に
人
を
育
て
て
い
く
。

　
「
最
大
の
財
産
は
人
財
だ
」。
こ
の
理
念

の
も
と
、
働
く
技
術
者
の
ほ
と
ん
ど
は
地

元
の
人
間
ば
か
り
。
地
域
の
若
者
を
雇
用

し
、一
人
前
の
技
術
者
へ
と
育
て
上
げ
る
ま

で
に
は
約
10
年
は
か
か
る
。

　

そ
う
し
た
地
元
の
雇
用
と
人
材
育
成

は
、
地
域
の
活
性
化
に
も
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
兵
庫
県
元
気
企
業
」や

「
関
西
も
の
作
り
元
気
企
業
」の
１
０
０
社

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。

兵
庫
県
香
美
町
村
岡
区
に
あ
る
「
美
岡

工
業
株
式
会
社
」
は
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
動

車
の
部
品
を

メ
イ
ン
に
様
々

な
部
品
の
加

工
・
製
造
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
技
術
は
県
内
屈
指
。
昨
年
度
に
は

「
但
馬
産
業
大
賞
」
の
キ
ラ
リ
と
輝
く
技

術
部
門
も
受
賞
。
世
界
を
相
手
に
通
用

す
る
技
術
力
は
現
在
に
至
る
ま
で
様
々
な

勲
章
を
得
て
い
る
。

　

昭
和
43
年
に
創
業
を
し
た
美
岡
工
業

は
現
在
、
本
拠
地
と
な
る
村
岡
の
地
に
６

つ
の
工
場
を
設
け
て
い
る
。
そ
こ
で
造
ら
れ

る
部
品
の
数
は
何
と
４
０
０
０
種
類
に
も

及
ぶ
。
累
積
で
約
１
４
０
０
万
本
の
加
工

実
績
を
持
つ
、
オ
ー
ト
バ
イ
用
「
チ
ェ
ン
ジ
ド

ラ
ム
」
は
美
岡
工
業
の
代
表
的
な
製
品
。
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社
長
の
竹
内
さ
ん
は
１
年
の
半
分
は
タ

イ
や
中
国
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
な
ど
、
海
外

で
仕
事
を
し
て
い
る
。
会
社
を
支
え
る
製

品
の
高
水
準
な
性
能
と
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
優
れ
た
製
品
は
海
外
を
渡
り
身
に

つ
け
た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
る
も
の
だ
。　

　
「
ノ
ウ
ハ
ウ
の
応
用
が
す
べ
て
」。
技
術
部

門
は
常
に
数
年
後
へ
向
け
た
製
品
作
り
に

努
め
て
い
る
。
製
品
の
耐
久
性
や
熱
処
理
、

研
磨
処
理
な
ど
あ
ら
ゆ
る
工
程
を
ク
リ
ア

し
た
高
性
能
部
品
は
、
長
い
時
間
と
試
行

錯
誤
を
経
る
こ
と
で
形
と
な
っ
て
い
く
。

　

そ
の
技
術
は
、さ
ら
に
進
化
を
続
け
る
。

今
後
は
大
空
を
駆
け
る
航
空
機
の一
部
と

し
て
も
活
躍
を
予
定
さ
れ
、
さ
ら
に
は
宇

宙
へ
羽
ば
た
く
ロ
ケ
ッ
ト
の
部
品
に
も
。

　

地
・
空
・
宇
宙
、
美
岡
工
業
は
次
な
る

進
化
を
遂
げ
て
ゆ
く
。

あらゆるニーズに対応する
世界水準の技術
トップクラスの加工メーカーへの道

積極的な最新設備を導入し、

多種多様な技術を確率する。

本拠地となる村岡工場の他、西脇やタイにも工場施設を設けている。

加工・製造される部品はオートバイや自動車用に限らず、
建設機械等の大型産業機械の部品も取り扱っている。

工場内には200以上の作業機械が所狭しと並んでいる。あらゆる
ニーズに応えるために積極的に最新の設備を導入している。

匠
の
技
術
に
ふ
れ
た
く
て

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

も
の
づ
く
り
の
現
場
を
訪
ね
ま
し
た
。
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東・西・北の三方、十六面の襖に描かれた渓谷に遊ぶ虎の群れ。まるで命が通っているかのような生き生きとした表情だ。繊細で迫力のある筆
遣いが虎や水しぶきの躍動感を生み出している。

虎や孔雀の筆致とはまた違い、太く勢いのある
線で描かれた老松図。松の太い幹と枝が襖から
大胆にはみ出した構図で表現されている。

　

養
父
市
大
屋
地
域
局
南
側
の
高
台
に
、

高
野
山
真
言
宗
の
古
刹
、
平
林
山 

山
路

寺
が
あ
る
。
そ
の
名
の
通
り
、
山
路
を
上
っ

た
場
所
に
あ
り
、
ま
ず
は
立
派
な
山
門
が

迎
え
て
く
れ
る
。
く
ぐ
っ
た
先
の
境
内
は

緑
の
木
々
に
囲
ま
れ
、
吹
き
抜
け
る
爽
や

か
な
風
が
心
を
鎮
め
て
く
れ
る
。

　

当
山
は
、
永
承
２
年
（
１
０
４
７
）、
熊

野
権
現
の
勧
請
を
盛
ん
に
行
っ
た
と
い
う
、

覚か
く
ぞ
う増

上
人
に
よ
り
開
創
さ
れ
た
と
伝
わ

る
。
本
尊
は
十
一
面
観
世
音
菩
薩
で
、
鎌

倉
時
代
に
は
大
屋
谷
に
８
ヶ
寺
の
末
庵
が

あ
っ
た
そ
う
だ
。
寛
延
３
年
（
１
７
５
０
）

の
火
災
に
よ
り
、
３
年
後
に
現
在
の
本
堂

が
再
建
さ
れ
た
。

　

山
路
寺
の
見
ど
こ
ろ
と
い
え
ば
、や
は
り

「
障
壁
画
」。
作
者
の
片か
た
や
ま
よ
う
こ
く

山
楊
谷
は
円
山

応
挙
に
も
師
事
し
た
鳥
取
藩
の
お
抱
え
絵

師
で
、
と
り
わ
け
人
物
・
花
鳥
・
走
獣
に

優
れ
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。

　
「
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
な
画
面
と
、

細
か
な
描
写
が
見
事
で
し
ょ
う
。
墨
の
濃

淡
だ
け
で
表
現
し
て
い
る
の
で
、
力
強
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
」
と
は
、
新
田
住
職
。

　

障
壁
画
は
老
松
図
、
猛
虎
図
、
牡
丹
孔

雀
図
な
ど
、
襖
30
面
、
屏
風
２
曲
、
掛
軸

３
幅
あ
り
、
鋭
い
筆
つ
き
で
実
に
リ
ア
ル
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。
特
に
走
獣
画
は
、
今

に
も
跳
び
出
し
て
き
そ
う
な
迫
力
が
あ
る
。

　

享
和
元
年
（
１
８
０
１
）、
楊
谷
は
42
歳

で
世
を
去
る
が
、
こ
の
障
壁
画
は
そ
の
１

年
前
に
描
か
れ
た
も
の
。
円
熟
期
の
作
で

あ
り
、
現
在
知
ら
れ
る
唯
一の
大
作
と
し
て

貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
雄
大
さ
の
中

に
楊
谷
特
有
の
繊
細
さ
を
感
じ
る
画
は
、

但
馬
を
代
表
す
る
障
壁
画
と
い
え
る
。

　
　

LET'S GO TO THE TEMPLE

お
寺
へ
い
こ
う
。

生
命
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る　

松
・
虎
・
孔
雀
、３
つ
の
襖
絵

ONE POINT ADVICE
障壁画の楽しみ方

素
朴
な
が
ら
も
優
れ
た
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
る
但
馬
。

近
く
の
お
寺
に
も
っ
と
足
を
運
ん
で
み
よ
う
！

★お寺独特の雰囲気を楽しもう

山路寺 さんろじ01
今回、編集部が訪ねたお寺は…

今回案内をし
ていただいた
新田住職

墨
の
濃
淡
と
シ
ャ
ー
プ
な
筆
致
で
し
な
や
か
に
描
か
れ
て
お
り
、思
わ
ず
近
く
に

寄
っ
て
見
て
み
た
く
な
る
。
羽
１
枚
１
枚
の
繊
細
さ
に
た
め
息
が
で
る
ほ
ど
。

部
屋
の
欄
間
に
注
目
し
て
み
よ
う
！
虎
の

間
に
は
虎
、孔
雀
の
間
に
は
孔
雀
の
モ
チ
ー

フ
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
よ
。

★部屋の隅々にまで注目！

お寺で見る襖絵は、美術館でのガラ
スを通して見るのとは違う臨場感と
迫力を与えてくれる。もちろん鑑賞す
る際は、作品に体が触れないように
注意しよう。

※
障
壁
画
の
見
学
に
は
事
前
連
絡
が
必
要
で
す
。


